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「
余
暇

ｏ
生
涯
学
習
研
究
会
」
の
創
設

福
武
文
化
振
興
財
団
の
新
規
事

業
と
し
て
標
記
研
究
会
の
創
設
が

今
年
３
月
の
理
事
会
で
決
議
さ
れ

た
が
、
契
機
は
今
年
２
月
に
開
催

し
た
瀬
沼
克
彰
桜
美
林
大
学
教
授

の

「２‐
世
紀
の
生
涯
学
習
と
ま
ち

づ
く
り
」
の
請
演
で
あ
っ
た
。

２‐
世
紀
に
向
け
て

「余
暇
」
の

新
し
い
意
義
を
再
確
認
し
、
そ
の

活
用
に
よ
っ
て
、
や
り
甲
斐
や
生

き
甲
斐
を
通
し
て
自
己
実
現
を
図

り
、
文
化
創
造
と
社
会
貢
献

へ
の

具
体
論
を
話
さ
れ
た
が
、
ア
ン
ケ

ー
ト
等
に
も
、
ま
す
仕
事
以
外
で

自
分
が
自
由
に
使
え
る
時
間
、
す

な
わ
ち

「余
暇
」
の
再
定
義
が
必

要
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

従
来
日
本
で
は
、
「余
暇
」
を

雇

事
の
間
の
ひ
ま
、
余
り
の
時
間
、

ひ
ま
、」
（小
学
館
日
本
国
語
大
辞

典
）
の
よ
う
に
消
極
的
な
意
味
で

理
解
さ
れ
、
単
な
る
遊
び
や
娯
楽

と
軽
視
し
、
ま
た
、
儒
教
的
思
想

か
ら
罪
悪
視
す
ら
し
て
い
た
。

欧
米
で
は

「レ
ジ
ャ
ー
」
に
該

当
す
る
が
、
「自
分
自
身
で
処
分
で

き
、
好
き
な
よ
う
に
使
え
る
時
間
」

（オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
辞
典
）
、
「職

業
や
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
由

な
時
間
で
、
何
か
を
す
る
た
め
の

時
間
」
（ウ
エ
ブ
ス
タ
ー
及
び
ロ
ベ

ー
ル
辞
典
）
と
積
極
的
に
評
価
し
、

レ
ジ
ャ
ー
の
通
説
も

「日
常
の
拘

束
か
ら
離
れ
て
行
う
体
患
、
気
晴

ら
し
、
自
己
開
発
等
の
活
動
の
全

体
」
（パ
リ
大
学
デ
ュ
マ
ズ
テ
ィ
エ

教
授
）
と
さ
れ
自
己
実
現
の
意
味

合
い
が
強
い
。

日
本
で
も
パ
ブ
ル
経
済
崩
壊
に

よ
り
、
従
来
の

「カ
ネ
中
心
」
か

ら

「
コ
コ
ロ
中
心
」
に
大
き
く
価

値
観
は
転
換
し
つ
つ
あ
り
、
自
分

に
と

っ
て

「よ
く
生
き
る
こ
と
」

と
は
？
等
真
剣
に
考
え
始
め
た
。

そ
し
て
ま
す

「余
暇
」
を
出
発
点

と
し
て
、
そ
の
真
の
意
味
を
間
い

直
し
、
欧
米
の
よ
う
に

「仕
事
の

時
間
以
外
の
自
由
に
使
え
る
時
間
」

（福
武
国
語
辞
典
）
と
積
極
的
に
理

解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

瀬
沼
教
授
は
、
時
代
の
流
れ
は

「経
済
」
か
ら

「文
化
」
と
し
、
余

暇
に
恵
ま
れ
て
い
た
ア
テ
ネ
と
ス

パ
ル
タ
が
、
文
化
の
創
造
の
面
で

雲
泥
の
差
を
生
じ
た
の
は
、
ア
テ

ネ
が
余
暇
を
個
人
の
自
己
実
現
に

つ
な
げ
、
文
化
活
動
の
活
性
化
に

よ
り
文
化
の
創
造
ま
で
高
め
た
の

に
対
し
、
ス
パ
ル
タ
は
国
の
兵
力

増
強
に
の
み
費
や
し
た
た
め
と
、

余
暇
の
渚
用
方
法
の
重
要
さ
を
指

摘
す
る
。

現
在
、
世
界
は

「
国
際
標
準
」

の
下
、
経
済
は
国
境
を
無
く
し
た

激
し
い
競
争
を
展
開
し
て
い
る
が
、

文
化
に
は
そ
の
原
理
は
通
用
し
な

い
。
逆
に
そ
の
国
固
有
の
文
化
の

貴
重
さ
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
り

「余
暇
」
が
注
目
さ
れ
る
。

日
本
に
お
け
る
文
化
創
造
に
は
、

ま
す

「余
暇
」
の
再
定
義
と
そ
の

社
会
的
認
知
が
緊
要
で
、
次
に
創

出
し
た
余
暇
の
新
し
い
渚
用
方
法

（広
義
の
生
涯
学
習
）
の
検
討
も
必

要
で
あ
る
。

岡
山
も
２‐
世
紀
に
向
け
て
文
化
、

特
に
新
し
い

「文
化
創
造
」
は
重

要
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
き
っ
か

け
づ
く
り
に
な
れ
ば
と
、
こ
の
研

究
会
を
創
設
す
る
こ
と
に
し
た
。

行
政
機
関
で
は
な
く
、　
一
民
間
団

体
が
実
施
す
る
だ
け
に
、
種
々
の

制
約
に
と
ら
わ
れ
す
自
由
か

っ
達

に
論
議
し
て
大
胆
に
新
し
い
仮
説

を
打
ち
出
し
た
り
。

研
究
会
の
構
想
は
現
在
瀬
沼
教

授
を
中
心
に
関
係
者
と
検
討
中
で

あ
る
が
、
最
終
的
に
は

「岡
山
ら

し
い
余
暇
と
生
涯
学
習
」
に
つ
い

て
何
ら
か
の
提
言
が
で
き
れ
ば
と

期
待
し
て
い
る
。

（常
任
理
事
　
長
尾
　
俊
男
）

000③
5月

◎ 福武哲彦教育賞選定委員会
◎ 教育研究助成審査委員会
◎ 図書館助成選考委員会
◎ (財 )福武教育振興財団、同文

化振興財団 理事会、評議員会

6 月

7♂
剣 ヒ関係]ノ句成

扁覇T晶 31日

文イ

教育研究助賞福武哲彦教育◎
贈呈式B力成書館図成
ヒ講澳会

第3回教育◎

◎

編 集 後 記

(財 )福武教育振興財団は昭和63年

に設立され今年で12年 目を迎える。

その間着実に実績を積み重ねてきた。

岡山県の教育と文化の振興に寄与

するという財団のこれまでの活動実

績と、今後も引き続き誠実に変わら

ぬ努力を続けるという姿勢が評価さ

れて、今年3月 、岡山県教育委員会

から特定公益増進法人としての証明

を得たことは喜ばしい限りである。

平成 8年に誕生した弟分の (財 )福

武文化振興財団も、兄に習って真摯

な活動を続けることを誓っている。

両財団の活動をより多くの方々に

御理解いただくために、このたび機

関誌第 1号を発刊 した。題名のとお

り常に基本を主軸として未来につな

げたいものと心している。 (編集子)

(題字は谷口澄夫理事長書)
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こ
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
財
団
法
人
福
武
教
育

振
興
財
団
及
び
同
文
化
振
興
財
団

は
、
両
財
団
共
有
の
機
関
誌
を
発

行
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
に
そ
の

第
―
号
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
機
関
誌
の
ね
ら
い

と
す
る
と
こ
ろ
は
、
両
財
団
が
そ

の
設
立
の
目
的
に
沿

っ
て
、
岡
山

県
の
教
育
と
文
化
の
振
興
に
寄
与

す
る
た
め
に
行

っ
て
い
る
各
種
の

事
業
汚
動
に
つ
い
て
、　
一
層
多
く

の
皆
様
に
知

っ
て
い
た
だ
き
、
御

理
解
と
御
支
援
を
仰
ぎ
た
い
た
め

で
あ
り
ま
す
。

機
関
誌
の
題
名
を

「不
易
」
と

し
た
の
は
、
教
育
と
文
化
の
い
す

れ
に
お
い
て
も
、
変
遷
著
し
い
社

会
や
人
の
心
は
十
分
に
認
識
し
、

そ
れ
ら
に
対
応
す
る
こ
と
は
必
要

で
は
あ
り
ま
す
が
、
い
た
す
ら
に
社

会
の
変
転
に
右
顧
左
門
す
る
こ
と

な
く
、
両
財
団
の
依

っ
て
立
つ
ベ

き
不
変
の
基
本
理
念
を
し
っ
か
り

と
押
さ
え
、
そ
れ
に
従

っ
て
財
団

を
運
営
し
、
諸
渚
動
を
展
開
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、

自
ら
の
戒
め
を
表
し
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

俳
聖
芭
蕉
の
俳
論
に
、
「蕉
門
に

千
歳
不
易
の
旬
、　
一
時
流
行
の
句

と
云
有
り
。
某
元
は

一
つ
也
。
不

易
を
知
ら
ざ
れ
ば
基
た
ち
が
た
く
、

流
行
を
知
ら
ざ
れ
ば
風
新
な
ら

す
。
」
（去
来
抄
）
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
不
易
の
本
質
は
時
代
を

超
え
て
優
れ
た
も
の
に
共
通
す
る

本
質
的
な
も
の
で
あ
り
、　
一
方
、

時
代
的
、
社
会
的
な
進
展

・
変
化

に
賢
明
に
対
応
し
て

一
新

・
変
化

の
実
を
挙
げ
る
の
が
流
行
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。

教
育
と
文
化
の
振
興
を
使
命
と

す
る
両
財
団
は
、
こ
の
不
易
と
流

行
の
理
念
を
援
用
し
て
事
業
を
進

め
て
い
く
べ
き
で
あ
り
ま
す
が
、

と
り
わ
け
重
要
な
の
は
不
易
の
理

念
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
中
味
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。

両
財
団
は
今
後
も
教
育
と
文
化

の
基
本
を
見
失
う
こ
と
な
く
邁
進

努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
各
位
の

一
層
の
御
指
導
と

御
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
し
て
こ

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

財
団
法
人
　
福
武
教
育
振
興
財
団

財
団
法
人
　
福
武
文
化
振
興
財
団

理
事
長
　
谷
　
□
　
澄
　
夫

財
福
武
教
育
振
興
財
団

ｒ

ヽ当
財
団
は
、
教
育

。
文
化
の
発

展
に
多
大
の
功
績
を
あ
げ
ら
れ
た

い
福
武
書
店

（現
い
ベ
ネ
ッ
セ
コ

ー
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
初
代
社
長
福

武
哲
彦
氏
の
責
い
遺
志
と
、
そ
れ

を
発
展
的
に
継
承
さ
れ
た
現
社
長

福
武
組

一
郎
氏
の
熱
意
に
よ
り
、

岡
山
県
教
育
委
員
会
の
認
可
を
得

て
、
昭
和
６‐
年
８
月
２９
日
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
主

と
し
て
岡
山
県
内
の
初
等

・
中
等

教
育
の
振
興
を
助
成
し
、
併
せ
て

広
く
県
下
の
教
育

。
文
化
の
発
展

を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
業
を
行

う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

事
業
の
う
ち
表
彰

・
助
成
事
業

で
は

「福
武
哲
彦
教
育
賞
」
「教
育

研
究
助
成
」
「図
書
館
助
成
」
「教

育
研
究
大
会
等
助
成
」
が
あ
り
、

調
査
研
究
事
業
で
は

「海
外
教
育

事
情
調
査
」
を
実
施
し
、
こ
れ
ま

で
に
ア
ジ
ア
を
中
心
に
９
か
国
の

教
育
事
情
を
調
査
し
て
毎
年
報
告

書
を
刊
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
平

⌒

ー

)

成
８
年
に
は
そ
の
集
大
成
と
し
て

「世
界
の
教
育
事
情

（第
１
部
東
ア

ジ
ア
編
と

を
発
刊
し
ま
し
た
。
ま

た
、
広
報

・
啓
発
事
業
で
は

「教

育

・
文
化
講
演
会
」
の
ほ
か

「海

外
教
育
事
情
調
査
報
告
会
」
「教
育

研
究
成
果
報
告
会
」
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
諸
事
業
の
対
象
に
昨
年

か
ら
保
育
所
、
専
門
学
校
を
加
え

事
業
の

一
層
の
広
が
り
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
３
月
岡
山
県
教
育
委
員
会
か

ら
特
別
公
益
増
進
法
人
に
認
め
ら

れ
、
今
後
も
誇
り
を
持

っ
て
事
業

を
進
め
ら
れ
る
と
感
謝
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ヽ
Ｂ
′財
福
武
文
化
振
興
財
団

′
Ｉ
ヽ当

財
団
は
、
教
育
振
興
財
団
の

役
割
を
分
割
す
る
形
で
平
成
８
年

岡
山
県
教
育
委
員
会
の
認
可
を
得

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
目
的

は
、
地
方
文
化
に
関
す
る
調
査
研

究
及
び
助
成
を
通
し
て
岡
山
県
の

文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
生
ま
れ
て
ま
だ
日
の

浅
い
財
団
で
す
が
誠
心
誠
意
目
的

の
遂
行
に
努
力
い
た
し
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

財

紹
介

第 1号

平成10年5月 22日

(財 )福 武 教育振興 財 団

(財 )福 武 文 化振興 財 団
〒700-0807岡 山市南方3キ 17

TEL.086‐ 221‐ 5254
FAX,086‐ 232‐ 3190
印 刷  (株 )シ ンエイ・コム
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講

師
桜
美
林
大
学
教
授

せ

　

ぬ
ま
　
よ
し
　
あ
き

瀬

沼

克

彰

１
　
７
年
振
り
に
岡
山
に
来
て
み
て
、

今
何
か
が
起
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思

っ
た
。
そ
れ
は
、
新
幹

線

「
の
ぞ
み
」
の
乗
客
が
岡
山
駅

で
ほ
と
ん
ど
下
車
し
て
残
り
は
わ

ず
か
数
名
と
い
う
現
象
が
何
を
意

味
す
る
の
か
、
こ
れ
は
岡
山
に
と

っ
て
何
か
新
し
い
こ
と
が
起
き
る

前
兆
で
、
現
在
は
そ
の

「
タ
イ
ム

ラ
グ
」
の
時
期
で
は
な
い
か
と
思

え
る
。
そ
の
重
要
な
イ
ン
パ
ク
ト

の

一
つ
は
、
当
地
の
持

つ
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た

「ま

ち
づ
く
り
」
に
か
け
る
パ

ッ
シ
ョ

ン
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

２

「
２．
世
紀
は
生
涯
学
習
社
会
」

と
言
わ
れ
て
お
り
、
生
涯
学
習
の

重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
き

て
い
る
。
当
地
は
生
涯
学
習
と
い

う
戦
略
に
よ

っ
て
、
ま
ち
づ
く
り

を
行

っ
て
欲
し
い
と
思
う
。
そ
の

推
進
に
当
た
っ
て
は
方
法
論
が
重

要
で
、
今
後
、
主
体
は
従
来
の
行

政
主
導
か
ら
住
民

。
民
間
主
導

（行
政
は
支
援
）

へ
、

対
象
は
高
齢
者

・
婦
人

層
か
ら
成
人

・
青
少
年

層
へ
、
ま
た
、
女
性
層

か
ら
男
性
層

へ
拡
大
、

学
校
に
お
け
る
余
暇
教

育
の
必
要
性
、
そ
し
て

そ
れ
ら
を
支
援
す
る
施

設
や
環
境

の
整
備
充

実
、
学
習
の
高
度
化
等

が
重
要

に
な

っ
て
く

る
。
同
時
に
学
習
し
た

成
果
を
社
会
や
企
業
等

が
正
当
に
評
価
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

特
に
終
身
雇
用
が
崩
壊

し
つ
つ
あ
る
現
在
、
外

国
か
ら

「
ワ
ー
カ
ー
ホ

リ
ッ
ク
」
と
蔑
視
さ
れ

た
会
社
人
間
は
、
今
こ

そ

「余
暇
時
間
」
を
創
出
し
て
、

労
働
の
流
動
化
が
激
化
す
る
時
代

に
備
え
、
転
職
で
き
る
よ
う
な
自

分
の
専
門
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、

生
涯
学
習
は
極
め
て
重
要
な
テ
ー

マ
に
な
る
。

生
涯
学
習
の
実
践
は
、
ま
ず
動

機
づ
け

（何
が
好
き
か
）
、
次
に
仲

間
づ
く
り
と
良
き
先
生

の
指
導
、

そ
し
て
継
続
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

目
標
の
達
成

（自
己
実
易
）

を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
ま
た
、
団
体
活
動
の

推
進
は
、
同
好
の
士
に
よ

る
グ
ル
ー
プ
の
結
成
、
定

期
的
な
会
合
の
開
催
、
発

表
機
会
の
設
定
、
機
関
誌

の
発
行
が
不
可
欠
で
、
継

続
に
よ
り
目
標
の
実
現
を

図
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
生
涯
学
習
活
動

を
通
じ
て
、
個
人
と
し
て

は
良
き
友
人
や
貴
重
な
社

会
体
験
、
新
し
い
仕
事
の

チ
ャ
ン
ス
等
豊
か
な
人
生

が
可
能
で
あ
り
、
地
域
と

し
て
は

「行
動
す
る
市
民
」

が
増
加
し
て
地
域
の
活
性

化
が
図
ら
れ

「本
当
に
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
う
ま

ち
」
に
な
る
。

３
　
次
に

「ま
ち
づ
く
り
」
は
、
利

便
性
の
追
求
と
文
化
性
の
追
求
で

あ
る
。
歴
史
的
に
み
る
と
、
自
然

的
条
件
の
重
視

（植
生
等
）
か
ら

経
済
的
条
件
の
重
視

（工
業
団
地

等
）
に
、
そ
し
て
現
在
は
文
化
的

条
件

（歴
史
文
化
の
掘
り
起
こ
し

等
の
学
習

・
文
化
活
動
）
の
重
視

と
モ
ノ
か
ら
コ
ヨ
ロ
ヘ
と
変
遷
し

て
い
る
。
文
化
の
定
義
は
約

３００
種

類
あ
る
が
、
類
型
化
す
る
と

「伝

統
文
化
」
と

「現
代
文
化
」
に
分

か
れ
、
「現
代
文
化
」
は

「大
衆
文

化
」
（映
画
や
音
楽
等
）
と

「個
別

文
化
」
（若
者
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
等
）

そ
し
て

「地
域
文
化
」
（祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
生
涯
学
習
活
動
等
）

に
分
類
で
き
る
。

「ま
ち
づ
く
り
」
は
こ
れ
ら
の

幅
広
い
文
化
に
関
連
す
る

「行
動

す
る
市
民
」
に
よ
る
生
涯
学
習
活

動
と
言
え
る
。
「ま
ち
づ
く
り
」
の

重
要
な
戦
略
は
ま
ず
シ
ン
ボ
ル
を

発
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。
次
は
そ

の
シ
ン
ボ
ル
の
具
現
化
と
事
業
化

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
実
現
性

の
あ
る
か
つ
納
得
性
の
高
い

「事

業
計
画
書
の
作
成
」
が
非
常
に
大

切
で
あ
り
、
こ
れ
が
そ
の
後
の
運

命
を
左
右
す
る
と
言

っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
な
お
、
経
験
か
ら
強

調
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
や
る

気
と
強
固
な
組
織
づ
く
り
が
で
き

て
お
れ
ば
、
大
体
な
ん
と
か
な
る

も
の
で
あ
る
。
更
に
付
け
加
え
る

な
ら
ば
、
外
部
へ
の
ＰＲ
の
徹
底
と

「
ハ
ー
ド
は
行
政
、
ソ
フ
ト
は
民

間

・
住
民
」
の
鉄
則
を
守
る
こ
と

で
あ
る
。

４
　
最
後

に
梅
樟
忠
夫
氏
の

「
教

育

。
学
習
は
入
力

（イ
ン
プ
ッ
ト
）
、

出
力

（ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
）
が
文
化
」

と
の
名
言
が
あ
る
が
、
福
武
財
団

は
教
育
振
興
と
文
化
振
興
を
目
的

と
し
た
二
つ
の
財
団
が
あ
る
の
で
、

両
財
団
の
連
携
は
地
元
岡
山
の

「生
涯
学
習
と
ま
ち
づ
く
り
」
に
も

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
は

ず
だ
と
思
う
。

私
も
大
き
な
期
待
を
し
て
い
る

と
同
時
に
今
後
の
御
発
展
を
心
か

ら
お
折
り
し
て
い
る
。

（文
責
　
長
尾
　
俊
男
）

21世紀の生涯学習とまちづくり
平成10年2月 25日 (水) 岡山プラザホテル

第2回 教育・文化語演会 (要旨)
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阿

福

武

教

育

振

興

財

団

　

平

成

１０

年

度

　

助

成

募

集

の

概

要

教
育
研
究
助
成
、
図
書
館
助
成

１
　
目
的

教
育
方
法
及
び
教
育
内
容
な
ど

に
関
す
る
実
践
的
研
究
を
助
成
し
、

主
と
し
て
学
校
教
育
の
発
展
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
今
年
度
も

課
題
研
究
を
重
視
し
ま
す
。

図
書
館
助
成
で
は
、
図
豊
館
を

利
用
し
た
教
育
活
動
の
研
究
を
助

成
し
ま
す
。

２
　
研
究
種
別

課
題
研
究

①
　
郷
土
理
解
　
②
　
環
境
教
育

③
　
個
性
を
生
か
す
教
育

④
　
地
域
及
び
家
庭
の
教
育
力

⑤
　
い
き
い
き
と
し
た
読
書
活
動

⑥
　
授
業
に
生
き
る
学
校
図
書
館

⑦
　
情
報
活
用
能
力
を
つ
け
る
学

校
図
書
館

③

「生
き
る
力
を
育
む
教
育
」
へ

の
取
り
組
み

③
　
ど
の
子
に
も
居
場
所
の
あ
る

学
級

・
授
業
づ
く
り

自
由
研
究

　

（右
記
以
外
）

３
　
応
募
資
格

岡
山
県
下
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、

特
殊
教
育
諸
学
校
、
専
門
学
校
の

教
職
員
及
び
教
育
委
員
会
の
所
轄

に
属
す
る
教
育
研
究
機
関
の
職
員

及
び
こ
れ
に
準
す
る
も
の
で
、
個

人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
。

４
　
助
成
件
数

・
助
成
額

教
育
研
究
助
成
は
３６
件
程
度
と

し
、
総
額
７
２
０
万
円
。
図
書
館

助
成
は
１９
件
程
度
、
総
額
３
８
０

万
円
。
図
書
館
助
成
で
は
図
書
の

購
入
を
助
成
額
の
ｌ
τ

ま
で
認
め

ま
す
。

教
育
研
究
大
会
等
助
成

１
　
目
的

教
育
方
法
及
び
教
育
内
容
な
ど

の
研
究
発
表
の
場
で
あ
る
教
育
研

究
大
会
等
の
開
催
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、
主
と
し
て
学
校
教
育

の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

２
　
対
象

・
助
成
額

教
育
研
究
大
会
等
を
主
催
す
る

教
育
研
究
団
体
を
対
象
と
し
、
助

成
額
は
１
件
の
上
限
１５
万
円
、
総

額
２
０
０
万
円
。

『
◎
　
応
募
方
法
　
　
　
　
　
劉

財
団
所
定
の
申
請
書
に
よ

り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
　
締
切

平
成
１０
年
５
月
３‐
日

（当
日
消
印
有
効
）

◎
　
審
査

・
決
定

審
査
委
員
会
等
で
審
査
し
、

理
事
会
で
決
定
、
６
月
末
ま

で
に
通
畑
し
ま
す
。

Ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ

間
合
せ
先
Ｈ
財
団
事
務
局

（〇
八
六
）
三
二

一
十
五
二
五
四

がんばつています

岡山市立角山小学校 (近藤忠志校長)

ホームページ http7/www,harenet,o「 ,jp/tunoyama/

きらりかがやく子の育み

平成 9年度 (財 )福武教育振興財団の教育

研究助成を受けた近藤忠志校長の「生きる力

を育む授業の創造」を主題とする研究lよ、倉」

立125年の歴史と伝統に裏付けされた同校

の学校ぐるみの取り組みとなつて見事に花開

いていた。

表題は新しい教育実践の先進校である千葉

市立打瀬小学校の研究からヒントを得たと間

くが、一人ひとりの児童が自分というものを

よく理解し、教えられるのでなく、自ら学び

取る学習を目指した意図の表れで、その具体

的な試みの一つ、総合的学習の授業を参観さ

せてしヽただいた。

パリアフリーな学習 (総合的学習)

「われら地球防衛隊」をテーマとする5年

生のこの授業は、田中喜―郎先生の綿密な計

画と準備により、また、児童たちの積極的な

取り組みによつて、11時間の計画のうち9

時間目に当たる授業は、正に児童主導ともい

えるもので、よくぞここまで、という感を深

くした。総合的学習|よ、教科、特別活動、道

徳のほかに、これらの枠を外して一つの学習

テーマを総合的、横断的に探求していくとしヽ

うもので、2002年から全国で実施される
が、その先取りともいえる授業を見せてしヽた

だいたのは驚きであつたが、後で同校のこれ

、までの長年の教育実足完や数々の受賞の記録を

読んで、なるほどと納得するとともに、改め

て近藤校長|よじめ教職員の皆様に敬意を表し

たい。             (須 賀)

平成10年2月 27日訪間

インターネットで調べ学習

・
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●●●●不 易 (第 1号)


